平成26年(2014)度事業報告書

市民ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱﾈｯﾄﾜｰｸ石津川に鮎を
１、事業期間
平成26年4 月1 日～平成27年3 月31 日

２、事業の概要と成果
市民ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱﾈｯﾄﾜｰｸ石津川に鮎を は 鮎をシンボルとして、人々に身近な川を取り戻そうと、大阪府堺市にある母なる川「石津川」とその水系を対象として、個別のNPO などが行ってきた活動を連携して進めるために、平成17 年2 月堺市内で結成された緩やかな団体・個人のネットワーク組織である。

活動拠点を堺市総合福祉会館2階市民活動サポートセンターにおき、メールボックスやロッカーなどを借り受け、「石津川に鮎を」の事務局所在地もここに定めている。
これまで例会の開催やイベントの開催、各種イベントへの参加、各種のPR 活動、アドプトリバーの推進、小学校総合学習への出前講座、石津川におけるフォーラムの開催などを行ってきた。
神石地区剣先（石津川、百済川合流地点）では、環境改善改修に主導的な役割を果たし、石津鮎講座を開始し、河川ウォッチングや生物調査、水質調査などと合わせて学術的に石津川に関する知見を得る一方で、河川清掃にも活動の域を広げることに挑戦してきた。

平成21 年5 月に初めて堺市の定期調査で鮎が発見されたのを機に、一気に活動のモチベーションがあがった。思いのほか速いペースで鮎が戻ってきており、活動をさらに進展させることができた。
平成26年には長年の懸案であった、宮下町の四手湯井堰に水辺の小技を利用した魚道が完成し、更に上流に鮎を始めとした生物が遡上することを期待して活動が活発になっている。

またホームページの運営を行い、会や石津川の様子などを発信する一方、FB(フェイスブック)による発信にも手懸けている。
３、事業の実施状況
主な平成26年度事業の実施状況を以下に示す。

１）定例会・企画会議の開催
会の活動を活性化させるため、毎月1 回 定例会を開き、今後の活動についての意見の調整、各種研修会、イベントの企画・計画などを行った。また必要に応じて別途、企画会議・事務局会議を開催した。

２）7/22～25インテックス大阪での下水道展に参加
NPO等市民団体のコーナーに石津川に鮎をのパネル展示を行い、前田氏が7/23」の活動状況について発表した。

３）6/1、12/7アドプトリバー・鶴田町を大阪府鳳土木事務所協力のもと実施
鶴田町自治会、堺泉北LC、市民ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱﾈｯﾄﾜｰｸ石津川に鮎をで構成し大阪府の認定を受け、毎年6月、12月の第1日曜日に実施している。作業後は鍋で互いを慰労。
４）7/26私の水辺泉北地域交流会体験学習in大津川（主催：私の水辺泉北地域交流会実行委員会、事務局：大阪府鳳土木事務所）に参加
葦舟乗船（ｱｶﾙﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ西川氏）、生物観察（ｼﾏﾉ太田氏・泉大津教諭）、水質調査（鳳土木事務所）他。様子はケーブルテレビJCOMで放映された。これに先立ち、5/31体験学習at大津川（主催：泉大津３小学校）にも参加した。

５）1/17法道寺川・第2豊田川にて生物調査を実施
６）1/24 泉北府民センターでの私の水辺大発表会泉北地域交流会（水からつながる何でも博覧会）（主催：私の水辺泉北地域交流会実行委員会、事務局：大阪府鳳土木事務所）に参加
パネルや電子パネル（ＰＣ＆プロジェクタ）と石津川の生きもの展示、魚釣りゲームを行った。ネットワークからは、葦船学校が同時出展した。

７）ホームページ等の管理
会員相互の情報交換をより効率よく行うため、また本会の活動を広くＰＲするため、インターネット上にホームページを平成18 年度に開設している。（現在更新作業は停止している）
　http://www.geocities.jp/ishizuayu/
同様に会員・事務局連絡のためのメーリングリスト（ML）を設置しているが、ヤフーMLサービス終了（５月）に伴いGMO社のフリーメールに移行した。
さらに、SNS（ソーシャル・ネットワーキング・サービス）による活動発信を行うため、FB（フェイスブック）を試験導入した。
８）その他

石津川での活動について賛同する企業とＣＳＲについて打ち合わせを行った。（浄化関係企業）
以上
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